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川越まつりの「ポイ捨てごみ対策」と「協働」 

 10月の川越市は「川越まつり」

で盛り上がり、2日間で 100万以

上の人が集まると予想されていま

す。「札の辻」から「本川越駅」ま

での山車巡行と曳っかわせの通り

は、身動きもできないほどの人で

埋まってしまいます。人が集まれ

ばごみはどうなるでしょうか。立

ち並ぶ屋台から売られる食べ物の

器の行方も心配になります。「ごみ

の持ち帰りにご協力お願いします」とまつりの案内パンフレットに大きく書かれて

います。屋台の組合にもごみは自主回収するように厳しく指導しています。ゴミの

集積所も用意しました。「路上喫煙はしないように、ゴミは捨てないで持ち帰りま

しょう」と放送します。これでポイ捨てごみ対策は万全なのでしょうか？ 

 3年前の2005年に、市の広報で「川越まつりまち美化ボランティア」を募集し、

かわごえ環境ネットの会員も多数応援しました。市の方でボランティアに着せる赤

い法被まで用意しました。「ボランティア元年」と意気込んだ川越まつりのまち美

化対策はそれから進んだのでしょうか。志のある市民の協力を得て「きれいな川越

まつり」が実現したら、「協働」の進め方の格好のモデルになるはずでした。 

 一昨年の2006年は「拾えばまちが好きになる」とJTが昼間参加しましたが、人

出の多い 17 時過ぎは何らの対策もとられませんでした。この指摘を受けて昨年よ

り17時からの市民ボランティアを受け付けました。しかし予定した昼間のJTの参

加は昨年も今年も見送られました。この間、初めから参加している「かわごえ環境

ネット」に、どうしたら効果的な「まち美化」が出来るかの相談もありません。 

 川越まつりの事務局を務める観光課のもとに、関連する部課と市民代表を交えて

早めに対策を考えれば、他市の模範になる「協働」の姿が描けたのにと悔やまれま

す。今年も「かわごえ環境ネット」のまち美化グループが、各方面に声を掛けて市

民の力を結集し、きれいな「川越まつり」の実現に向けて、過去3回の経験を生か

して活動いたします。 

 

かわごえ環境ネット理事・広報委員長・まち美化対策担当 武田侃蔵 

集めたごみの山の前で会員たち 
2006年の川越まつりにて 
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さくら堤自治会太陽光発電所 団体会員訪問 地域環境活動を聴く（13）
 かわごえ環境ネットの会員名簿で気になっていた団体

会員の名がありました。「さくら堤自治会太陽光発電所」。

2008（平成20）年5月2日新加入の会員である。団体名

で発電所を名乗っているいきさつは何だろう・・・好奇心

からインタビューの電話。そして訪問、環境活動をお聴き

しました。 

 川越市の南部、新河岸川と九十川の合流点の近くにさく

ら堤団地自治会がある。お話をお聴きした会場がさくら堤

自治会集会所。集会所管理運営委員会の成瀬秀利さんと田

村正司さんのお二人が語ってくれました。 

 さくら堤自治会は、約40年前に開かれた団地で、現在

は175棟・190世帯が住む町になっている。2003（平成1

5）年度、成瀬さんが自治会長の時「40年経過した集会所

は、九十川の改修工事の振動で痛み、建て直す必要に迫ら

れた。そこで、災害時にも地域の避難所として活用できる

ことを含め、住民意見を取り入れ様々 な角度から建て替え

案を検討、なんとか2年ほど前に新築できました」。 

 案内され、玄関に入ると木の香りが和みを感じさせる明

るく清潔な部屋。「室内の壁も珪藻土を使い、住民が壁土

を塗り、子どもたちが竹ひごを埋め込ませ柄を作り、地域

住民と子どもの思い出作品になりました。」「土間のたたき

にも、ビー玉を埋め込み模様付けしました。」二階には災

害備蓄用食料が入る倉庫まで設定されている。日が落ちる

前に太陽光発電所を見学したいと申し出たところ「そうで

すね・・」と気軽に応じて頂き、玄関の壁についた発電メ

ーターを見せられた。「日が落ちたので発電量は見られな

いが、昼間は発電量が示される。」 

 
集会所の玄関にある発電量を示すメーター 

 「今でも子どもたちは、メーターの針を覗き見してい

る。」庭に出て、屋根の上を指差し「15枚の発電パネルが

2階の屋根に乗っている。写真を撮るのなら土手に上がる

といいよ」と土手の上に案内された。「あのパネルの裏に

は、地域の子どもたち1年生から6年生、15名が書いた

未来へのメッセージが書かれています」。地域の子どもた

ちに募集をかけ、応募が多数出ました。3年生の粟飯原光

希君の応募を紹介すると「太陽と仲良く、いつまでも電気

を作ってください」とあり、太陽光発電を良く理解させて

いることが伺える。「さくら堤太陽光発電所の愛称も併せ

て募集。20の応募作品の中から選定しました」。集会所が

出来上がった時、建設中に提案していた自然エネルギー活

用「太陽光発電、雨水利用の環境・省エネ対策」を集会所

運営委員会が継続していくような体制をつくり「グリーン

電力基金」の助成と川越市の市民活動支援課の支援を受け

て実現にこぎつけた。太陽光発電所を名乗って地域住民も

省エネと環境活動の認識が高くなっている。 

 
集会所の屋根に乗る「さくら堤太陽光発電所」 

 地域環境活動は如何ですか・・の問いかけに、「うちの

自治会にはボランティア会がある。桜堤団地内は、ごみの

落ちているところはないが、周辺地域にごみを捨てていく

人がいる。月に1回、団地の周りをリヤカーでごみ集めを

行っている。」「毎月回収日を決めて、玄関先に置かれた新

聞・古紙の回収も行う。」「また、団地の近く九十川の土手

の草が夏場は良く伸び背丈にまでになってしまう。県土整

備事務所では、年間2回の草刈りしかしてくれない。住民

の散策路にもなっている土手は、防犯上の不安が生じてい

た。県土整備事務所と話し合い、草刈事業の業務委託契約

を結び、自主防災会として草刈機5台を購入。時期につい

ては、年に3～4回、草の伸び具合を自治会長が見計らい、

日程を決め住民に呼びかける。いつも7～80名の参加で草

刈が行われている。環境活動と防犯活動にも繋がってい

る」「それと、太陽光発電所の売電収入は、将来の立て替

え用に積み立てている。」「自治会として、平成19年度か

ら毎年地球温暖化対策募金を集め、その資金をグリーン電

力基金に寄付をしている」。 

 地域の環境活動は、住民参加の体制作りと知恵を出し合

った熱意ある行動が、住みよい安心感のある町作りになっ

ている、と大きく頷けた訪問になりました。 

（2008年 8月訪問・広報委員：金子晃） 
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かわごえ環境ネット会員からの報告

第 16回「生ごみリサイクル交流会 2008」熱く思いを語る石阪町田市長

 
地球温暖化対策を語る NPO法人有機農産物普及・

堆肥化推進協会の瀬戸理事長 
 本会の社会環境部会会員 4人と川越市資源循

環推進課からも職員が参加した「第 16回生ごみ

リサイクル交流会 2008」は、8月 26日（火）に

早稲田大学国際会議場に全国から関係者が集ま

って開かれました。午前の全体会議、午後は 4

つの分科会に分かれて参加しました。 

 今、“地球温暖化”が最大の環境問題とされ、

生ごみの資源化は当面の対策にならないような

誤解があるようです。「循環型社会の構築と生ご

みの堆肥化」が、本当の“地球温暖化”対策に

なることを、NPO法人有機農産物普及・堆肥化

推進協会理事長の瀬戸昌之さんが基調講演で力

説されました。今、川越市で策定を進めている

「川越市地球温暖化対策地域推進計画」の中で、

生ごみ対策が不十分だとの意見も聞きました。 

 午前の全体会議で参加者に感銘を与えたのは、

町田市の石阪市長が情熱を込めて語った「41万

人都市 町田市民の挑戦！市民協働のごみゼロ

のまち 家庭生ごみの全量再資源化へ」と題して

の事例発表でした。2006年 2月に新市長となっ

た石阪さんは、「ごみになるものを作らない、燃

やさない、埋め立てない」を市の基本方針とし、

同年 10月には公募市民 134名による「ごみゼロ

市民会議」を行政との協働で発足させました。 

 3 部会のもと、11 の分科会・2 チームに分か

れ、土日も含めて翌年の 11 月まで全体で 280

数回にわたる会議を重ねました。市民の意識も

行政の姿勢も確実に変わりました。なかでも「生

ごみ」部会は、戸建住宅や集合住宅での生ごみ

処理機器による堆肥化実験も行ないました。家

庭生ごみの堆肥による野菜栽培の実施を促進す

るなどの市民啓発に努めました。その結果「も

ったいない精神でごみゼロ町田をつくろう」と

の報告書をまとめました。 

 市長のリーダシップで「家庭生ごみの全量再

資源化」を中期経営計画（2007～2011年度）重

点事業に組み込み、再資源化を進めている過程

を、ユーモアを交えながら講演しました。大都

市近郊の 40 万人を越す都市での「生ごみ堆肥

化・ごみゼロ」への挑戦は、川越市でも大いに

参考になるでしょう。農業地域も抱えて地産地

消ができる川越市では、トップの強力なリーダ

シップが示されれば希望が持てる話でした。 

▽第 1分科会「バイオマスタウン構想の街づく

りが進む」:「桃とぶどう日本一の郷」を誇る山

梨県笛吹市の「食と農と微生物を生かしたバイ

オマスの郷づくり」農家代表から、鹿児島県の

志布志市での焼却炉のない街、バイオマスタウ

ンをめざす「サンサンひまわりプラン 循環型社

会をめざして」が市の環境政策室長から発表さ

れました。 

▽第 2分科会「身近な有機物活用で良質堆肥」: 

愛媛県内子町の産業建設課主査の「エコロジー

タウンうちこ」の施策、三重県の多気有機農業

研究会の「地域の有機物を余すことなく活用」

の事例発表、茨城県の鯉淵学園農業栄養専門学

校教授の「土づくりと生ごみなどの有機物の活

用」の研究成果が発表されました。 

▽第 3分科会「市民と行政の協働で地域循環」: 

東京都日野市の「ひの・まちの生ごみを考える

会」の代表から、地域の「小さな循環」を積み

上げながら、この 4月から市も生ごみ堆肥化事

業推進を決めた過程が報告されました。 

 また、京都市の京都環境アクションネットワ

ーク代表が「楽しみながらの循環の街づくり」



月刊 かわごえ環境ネット 2008年 10月号 No.024 

- 4 - 

を提唱、家庭や学校でのプランターや庭での花

や野菜作り、近郊の南丹市の農家との提携など

による地産地消をすすめ、京都市右京区のまち

づくり支援制度の助成を受けての“ミニ堆肥化

施設”建設にまで進んだ協働の成果が報告され

ました。 

 その後、埼玉県の戸田市が飛び入りで協働の

成果の啓発グッズの作成の過程を報告しました。 

▽第 4分科会「学習講座・生ごみ堆肥化 Q&A」:

虫や臭いを防ぐコツを瀬戸理事長が講義し、「ベ

ランダにおける生ごみの堆肥の活用術」の実践

報告がなされました。（社会環境部会 原嶋昇治）

 

「アサザプロジェクト見学会」に参加して

 
アサザプロジェクト会員による説明 

 

 
協働の相手である NEC の事業紹介ボード 

 琵琶湖に次ぐ日本第二の湖“霞ヶ浦”、その水

質が悪化して毎年のようにアオコが発生し、湖

の生態系に悪影響を及ぼしていることが心配さ

れていました。この事態を憂慮した地元の人達

が「NPO法人 アサザ基金」を設立、「アサザプ

ロジェクト」と名づけて、代表の飯島博氏を中

心に、水草の「アサザ」を湖畔に繁殖させて、

水質改善に取り組む活動を始めました。 

 「NPO 法人 環境ネットワーク埼玉」の主催

で、さる 8月 6日にこの「アサザプロジェクト」

の活動状況を見学して来ました。霞ヶ浦はコン

クリート護岸のために水生植物が根付かない状

態にあり、護岸に土盛りして土手を造ることか

ら始めたそうです。昔は湖畔に自生していた「ア

サザ」も絶滅が心配され、「アサザ里親制度」を

作って育成に努めております。この制度の一環

として、周辺の小学校でビオトープを造り、種

からアサザを育て、湖岸に移植しています。こ

のアサザを波浪から守るため、湖岸から 4~50m

沖に間伐材や粗朶木で作った消波堤を設け、そ

の延長も約 5kmに達しました。 

 護岸を土手にしたことで、水辺にアシ・ヨシ・

カヤ・ヤナギなどが自生し、水生昆虫や小魚な

ども多く見られました。この運動も行政や企業

からの資金援助が得られるようになりました。 

 午後からは、アサザ企画と NECとの協働によ

る“里山の自然農業「田んぼプロジェクト」”の

実情を見てきました。場所は石岡市郊外の東田

中休耕田で、長らく放置されていたのを蘇らせ

ました。徹底した自然農法で、米や豆、芋など

を作り、田んぼには多くの水生昆虫が生息し、

近くの山林ではクワガタやタマムシが見られ、

里山の自然に魅了されました。 

（社会環境部会 齋藤眞之助）

「かわごえアジェンダ 21」チェックシートをやってみませんか？ 

 2008年 1月に策定された川越市環境行動計画「かわごえアジェンダ 21」に、環境行動のチェ

ックシートがあります。「市民編」を中心に、本会に関するさまざまなイベントにおいてチェッ

クを実施します。川越市ホームページでも本編、チェックシートがダウンロードできます。 
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近隣市の環境活動についての報告

坂戸市の環境活動報告

1) 坂戸市環境展 11月 1日・2日に 

 11月 1日（土）・2日（日）にわたって坂戸市

民総合運動公園で行われる「第 5回さかど産業

まつり」の行政部門展示で、「坂戸市環境展」が

開かれます。市内の各種企業の協力を得て、環

境保全への取組を広く市民へ PR し、景品つき

のスタンプラリーや市民の手による環境紙芝居、

生ごみひとしぼりコンテストなど、盛りたくさ

んのイベントが用意されています。 

 環境部の環境政策課、環境学館いずみ、生活

環境課、廃棄物資源課とともに、坂戸ガスや東

京電力、埼玉トヨタ自動車などが参加します。 

2) 環境学館いずみ DAY2008 10月 18日（土） 

 この日は「子どもグッズ」と「花」のフリー

マーケットに、工作体験コーナー、リサイクル

家具の展示販売と市民の参加が期待されます。

なお、時間は午前 10時から 12時までです。 

3) ごみの排出量が漸減、1人当り 855gに 

 平成 16年度から、ごみ出しに市指定の収集袋

の使用制度が導入されました。市民一人当りの

ごみ排出量が、前年の平成 15 年には 1,015g ま

でになったのが 889gまで激減し、平成 19年度

は 855gまでになりました。指定の袋は、1.燃や

せるごみが赤 2.燃やさないごみが青、3.資源物

が黄の 3種類、1袋 10枚入りで 35円から 85円

までの 4種類になっています。この減量で 2006

（平成 18）年度から東清掃センター焼却施設を

休止し、毎年度 2億 2千万円の削減効果を上げ

ていると、「坂戸市のごみ減量の軌跡」と題した

パンフレットに書かれていました。 

4) 坂戸市緑と花と清流基金も 6千万円に 

 2006（平成 18）年 1月 1日にスタートした「坂

戸市緑と花と清流基金」は、ごみ焼却量のピー

クだった 2003（平成 15）年の 26,900tを基準に、

削減量 1kg当り 5円を積算し、毎年度末に一般

会計から基金に積み立てるユニークな制度です。

その 2007（平成 19）年度は 22,290t、削減量 4,

610t、積立金 2,305万円となり、累計は 6,349万

円となりました。2008（平成 20）年度のこの基

金による事業は雨水貯留施設設置費等補助事業、

花のまちづくり構想策定事業など 8事業となっ

ています。          （武田侃蔵）

 

川越市からのおしらせ

路上喫煙の防止啓発キャンペーンを実施しました 資源循環推進課 
9月 7日・14日に川越駅東口・川越駅西口・本

川越駅・川越市駅の各駅前において、かわごえ

環境推進員と市職員で路上喫煙防止啓発用ポケ

ットティッシュを配布し、路上喫煙の防止の啓

発活動を行いました。 

 

3R推進とごみの散乱防止ポスター展を実施しました 資源循環推進課 
9月 27日（土）、28日（日）に川越西文化会館

（メルト）において、市内小中学校の児童・生

徒を対象にごみの減量・資源化について募集し

た、3R推進とごみの散乱防止ポスター展を開催

しました。 

 

マイバッグで環境にやさしい買い物をしませんか！ 資源循環推進課 
 買い物の際に、マイバッグの持参を心がける

ことから、少しでもごみになるものを減らすラ

イフスタイルに替えてみませんか。 

 マイバッグの持参、レジ袋の自粛は、ごみの

減量につながるわかりやすい手段であると同時

に、ちょっとした心がけで、だれにもできる行
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動です。 

 川越市では、ごみ減量・資源の有効活用を促

進し、環境に優しいライフスタイルを実現する

ために、マイバッグの利用やレジ袋削減を呼び

かける「マイバッグキャンペーン」を実施しま

す。みなさんのご協力をお願いします。 

 マイバッグキャンペーンに協力していただく

店舗のレジには、マイバッグ持参を呼びかける

ステッカーが貼ってあります。 

 
マイバッグキャンペーンの協力ステッカー 

 

 

●オリジナルマイバッグを頒布します 

 資源循環推進課（川越市役所本庁舎 5F）では、

10月 1日（水）より 3種類のオリジナルマイバ

ッグを頒布しています。 

1.レジ袋タイプ（紺 250枚, カーキ 250枚）400

円 

2.コットンタイプ（350枚）400円 

3.トートタイプ（黒 250枚, 赤 250枚）600円 

 
トートタイプのオリジナルマイバッグ

 

第 52回ごみゼロ運動を 10月 26日（日）に実施 資源循環推進課 
 市内の各種団体にて構成している、「クリーン

川越市民運動推進協議会」が主催する、市内一

斉清掃のイベントとして、第 52回「クリーン川

越市民運動（ごみゼロ運動）」が 10月 26日（日）

に実施されます。 

 一人でも多くの市民のみなさんに、ご参加い

ただきますようお願いいたします。 

 

平成 20年度秋季苗木配布事業（10月 4日安比奈親水公園まつり） 環境政策課 
 10 月 4 日（土）（雨天の場合翌日 5 日（日）

に延期）10:30から、第 10回安比奈親水公園ま

つり会場内において、秋季苗木無料配布事業を

実施いたします。この事業は、市民の緑化意識

の向上と緑化の推進を図ることを目的としてい

ます。 

 当日は、ヤマブキ・ウバメガシ・ブルーベリ

ーなど 1,000本の苗木と、国土交通省提供の「荒

川緑肥」を無料で配布する予定です。先着 1,00

0 名に配布し、苗木がなくなり次第終了となり

ます。

 

環境リスクを考える川越フォーラム（10月 16日申込開始） 環境保全課 
1.開催日時 

 2008年 11月 1日（土）・11月 22日（土）・ 

2009 年 1 月 17 日（土）・2 月 21 日（土）の 4

日間、時間 14:00-16:00 
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2.開催場所 

 川越市役所本庁舎又は川越市立博物館会議室 

3.開催主旨 

 早稲田大学理工学術院村山研究室と川越市環

境部が共催して「環境リスクを考える川越フォ

ーラム」を開催することになりました。 

 「環境リスク」とは、一部の化学物質などに

よって人間や生態系にもたらされる有害な影響

のことを表しており、環境中に排出されている

化学物質のなかには、どの程度有害なのかまだ

十分にわかっていないものも少なくありません。 

 このフォーラムでは、事業所や家庭、自動車、

農地など市内のいろいろな場所から排出される

化学物質の全体的な状況をみながら、今後どの

ような取り組みを行っていけばよいかを、市

民・事業者・学識経験者の方々（全体で 20名程

度）と議論していく場を持ちたいと考えていま

す。 

 化学物質についての専門的な知識は必要あり

ません。全 4回を予定していますので、継続し

て参加できる方の申し込みをお待ちしています。 

4.募集人数等 

 20歳以上の市内在住の方、先着 15名 

5.申し込み先（いずれかの方法による） 

 10月 16日（木）9:00より受付 

1.電話：環境保全課大気保全担当（内線 2623） 

2.メール：kankyohozen@city.kawagoe.saitama.jp 

3.Fax.049-225-9800 

 住所・氏名・年齢・連絡先（メールアドレス

等）を明記 

 

理事会・専門委員会からの報告

理事会 
 第 95回理事会を 9月 25日（木）15:00-17:00

に開催しました。 

 11 月に古谷公民館で開催される環境学習講

座で、かわごえ環境ネット会員が講師を務める

ことになり、担当の横山副理事長から、関係者

に講師を依頼した旨の報告がありました。また、

会員から幼児向け環境教育活動の企画提案があ

り、横山副理事長が提案者に内容の確認等を行

うことになりました。 

 11 月 11 日（火）に開催される「協働フォー

ラム」において、川越市から横山副理事長へパ

ネリストの依頼があったことが報告されました。 

（理事長：小瀬博之）

 
社会環境部会 
 平成 20年度第 6回の社会環境部会の例会が、

9月 10日、市役所 7G会議室で 13名の参加のも

と開かれました。 

1）8月は理事会が開かれませんでしたが、来年

の 2月 21日（土）にクラッセ川越で開かれる第

7 回かわごえ環境フォーラムの準備委員会の報

告が代表からされました。また企画委員会から

9月 20日にさいたま市で開かれる「食の安全・

安心」講習会、11月 2日の「里山保全と湖の水

質調査」、「アジェンダ 21」策定 1周年記念シン

ポジウムを来年1月16日に開くことが報告され、

協力の要請がありました。 

2）地球温暖化対策グループでは、10月 19日に

さいたま市で開かれる「ストップ温暖化 SAITA

MA フェア」に、かわごえ環境ネット代表とし

て渡辺会員と松岡壽賀子さんが参加します。ま

た、平成 20年度「ストップ温暖化“冷やせ！彩

の国”コンクール」に、「川越市環境行動計画“か

わごえアジェンダ 21”」作成活動を、かわごえ

環境ネットよりエントリーすることを決定しま

した。埼玉県の発表は 10月 25日に、大宮ソニ

ックシティ国際会議室で開かれます。 

3）環境保全および改善のグループ代表の原嶋 

さんから、8月 26日に早稲田大学構内で開かれ
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た「第 16 回生ごみリサイクル交流会 2008」の

報告とともに、9 月中に市の資源循環推進課と

話し合うことを了承しました。北公民館での「野

菜栽培講座」は 12月 25日の市の広報に載せて

PRすることになりました。 

4）まち美化グループの代表の武田さんから、9

月 11日の第 2木曜日のまち美化活動に、会員の

積水ハウスシャーウッド西埼玉の社員が 6名応

援に来るので、個人会員の協力依頼がありまし

た。また、10 月 18・19 日の川越まつりのまち

美化対策について、JTの不参加などの現状が報

告されました。しかし、観光課の中で「ポイ捨

てごみ対策」について、市民との協働で進める

姿勢が足りない現状の感想がありました。 

5）11月 9日の「2008アースデイ・イン・川越 

立門前」、11月 15日の「第 8回北公民館かんき

ょう祭り」について、「かわごえアジェンダ 21」

の啓発を念頭においた準備の状況が武田実行委

員長から報告されました。 

（社会環境部会代表：渡辺利衛） 

 
自然環境部会 
 8月 10日（日）には、仙波河岸史跡公園にお

いて第 4回・自然環境パトロールを総勢 5名の

参加で行いました。湿地帯のタコノアシが増え

てきたことと、ミクリが少数ですが確認されま

した。 

 8月 11日（月）には、池辺公園において露出

してしまったキツネノカミソリの球根の移植作

業を総勢 4名の参加で行いました。 

 8月 17日（日）には、池辺公園の保全活動の

参考とするために、キツネノカミソリが群生す

る、新座市の市営霊園北側の斜面林を総勢 5名

で訪れました。また、2日後の 19日（火）には

キツネノカミソリ保存会会長にお会いして、保

全活動の実態やノウハウなどを拝聴してきまし

た。 

 8 月 18 日（月）には、（仮称）かすみ湧水堀

とビオトープ池の水面を覆ってしまったネコヤ

ナギやノイバラの刈り込み作業を総勢 7名が参

加して、川越市委託の造園業者の方たちと行い

ました。 

 8月 27日（水）には（仮称）川越市森林公園

計画地で昆虫の調査を総勢 6名の参加で行いま

した。また、9 月 9 日（火）には、同地にて樹

木調査を総勢 7名の参加で行いました。今回は、

低木と林床を調査しました。 

 9月 12日（金）には、川越市役所 7G会議室

にて 9月度・自然環境部会定例会が総勢 9名の

参加で開催されました。「残された平地林の保全

グループ」からは（仮称）川越市森林公園計画

地での昆虫と樹木調査の活動報告がありました。

 また、10 月 29 日に予定している東大秩父演

習林見学時の山道の幅が狭くて、予定していた

中型バスでは無理という問題が提示され、マイ

クロバスでやむを得ないということに決まりま

した。「水辺の自然の保全と再生グループ」から

は、池辺公園のキツネノカミソリの分布図が配

布され、公園内に 56株、公園外に 108株生えて

いる事が報告されました。また、キツネノカミ

ソリを実生で増やす為の種子の採取活動を 9月

17日に行うことが決まりました。次に、仙波河

岸史跡公園と龍池弁天の自然環境パトロールの

結果報告と（仮称）かすみ湧水堀の立て看板の

文面が決まり、川越市で設置することが報告さ

れました。さらに、今年度の湧水探訪会が市内

10箇所の神社、史跡に湧く湧水探訪会としての

計画案が提示され、11 月 17 日（月）に実施す

ることで、バスの手配やルートの設定などに入

る事が決まりました。最後に、アースデイ準備

の進捗状況の報告に続いて、自然環境部会とし

ての参加の再確認と展示内容やエコマネー、ク

イズへの参加も決定しました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 
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企画委員会 
 第 2 回委員会は 8 月 25 日（月）9:20 より開

催されました。今年のイベントとして 11 月 2

日（日）に鎌北湖の「パイオニアの森」で里山

保全体験実習することになりました。また鎌北

湖の水質調査を体験することも毛呂山町の了解

が得られ実施します。雨天の場合、10 月 31 日

（金）16:00に最終決定することになりました。 

 2009年 1月 16日の「アジェンダ 21策定記念

シンポジウム」の事業者のパネリスト予定者に、

理事長と一緒に出演の依頼を行うことにしまし

た。 

（企画委員会委員長：村上正明） 

かわごえアジェンダ 21推進委員会 
 第 4回の委員会を 9月 25日（木）の理事会後

に開催しました。 

 チェックシート「市民編」について、横山委

員より、9 月に行われた古谷公民館の女性大学

講座で 17 名、川越市社会福祉協議会のボラン

ティア活動の方 17名（男性 4名、女性 13名）

に実施した旨の報告がありました。 

 11月 9日に開催するアースデイにおいて、10

0名に 50アースを進呈してチェックシートを実

施することと、会場の確認を行いました。その

他、北公民館かんきょう祭り、東洋大学の市民

大学講座での実施計画について報告がありまし

た。 

 チェックシート「事業者編」の実施について

は、街頭や講演における実施が難しいことから、

年度末に会員に対して実施する予定であること、

年度における環境活動の把握について、別途ア

ンケートを作成する必要があることを確認しま

した。 

 川越市自治体連合会から口頭で検討依頼があ

った件について、かわごえ環境フォーラムで企

画している講演会の講演等が可能であるかどう

かを確認することにしました。また、東洋大学

において、10月から川越アメニティマップ作成

事業を実施することを報告しました。 

 渡辺委員から、平成 20年ストップ温暖化“冷

やせ！彩の国”コンクールに、「かわごえアジェ

ンダ 21」作成と推進について応募した旨の報告

がありました。書類審査を通過した場合の対応

について確認しました。一応、10 月 25 日の大

宮ソニックシティでの説明役を村上副理事長に 

お願いしました。   （委員長：小瀬博之） 

第 7回かわごえ環境フォーラム実行委員会 
 第 2回実行委員会が 9月 25日（木）の理事会

後に行われました。 

 「かわごえ環境活動報告集」への投稿・発表

者募集要項案を検討し、修正して 11月の郵送資

料にて配付することになりました。今号ではそ

の予告を掲載すること、また、10 月 25 日広報

川越に掲載されることが報告されました。 

 当日の実施内容を検討しました。環境活動報

告会を 1件あたり 12分で 10件程度実施するこ

と、展示会を平行して開催することを確認しま

した。また、午後に１時間程度行なう本会の環

境活動報告について、各専門委員会で対応を検

討することを依頼しました。講演会の講師につ

いて検討しましたが候補者は決まらず、次回ま

でに詳細な資料を各委員で持ち寄ることになり

ました。 

 クラッセ川越における関係課への依頼状況に

ついて、横山委員長から、図書館と国際交流セ

ンターにおいて検討が進められている旨の報告

がありました。 

 後援依頼文書について、村上委員が次回に案

を提示することになりました。 

 今後のスケジュールについて確認を行いまし

た。             （小瀬博之） 
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これから開催されるイベントのおしらせ等

かわごえ環境ネット主催・出展行事（★●◆の凡例はイベントカレンダーをご参照ください） 
●社会環境部会（2008年 10月度） 

日時：10月 8日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

 毎月第 2水曜日に開催。次々回は 11月 12日。 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 3回） 

日時：10月 10日（金）13:30-15:00 

場所：川越市役所本庁舎修養室（地下階） 

●自然環境部会（2008年 10月度） 

日時：10月 10日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日に開催。次々回は 11月 14日。 

★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：10月 14日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

 事前連絡はいりません。 

★川越まつり清掃ボランティア 

日時：10月 18日（土）・19日（日）11:00-

21:00 

集合：タイムズ本川越駅前駐車場（西武本

川越駅ペペの北側にある駐車場出口隣接） 

★［出展］ストップ温暖化 SAITAMAフェア 

日時：10月 19日（日）10:00-16:00 

場所：さいたま新都心駅自由通路（さいた

ま市） 

◆広報委員会（2008年 10月度） 

日時：10月 20日（月）12:30-13:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

◆理事会（第 96回） 

日時：10月 28日（火）18:00-20:00 

場所：川越市役所本庁舎修養室（地下階） 

★奥秩父原生林の美しい紅葉～「東京大学秩父演

習林見学会」 

日時：10月 29日（水）8:00-17:00 

集合場所：川越市西口暫定自由広場前 

目的地：東京大学秩父演習林 

★里山保全と湖の水質調査の一日 

日時：11月 2日（日）9:00-16:00 

集合場所：川越市西口暫定自由広場前 

内容：「パイオニアの森」枝打ち体験、鎌北

湖で採水・水質検査の実習、（仮称）かすみ

湧水堀のビオトープ見学 

★［出展］2008アースデイ・イン・川越 立門前 

日時：11月 9日（日）10:00-15:00 

場所：蓮馨寺・旧鶴川座・旧川越織物市場・

熊野神社・立門前通り・大正浪漫夢通り 

★［出展］第 8回北公民館かんきょう祭り 

日時：11月 15日（土）9:00-16:00 

場所：川越市北公民館（川越市氷川町 107） 

 
10月 18・19日「川越まつり清掃ボランティア」にご参加ください 
 本会では、10 月 18 日（土）・19 日（日）17:

00-21:00 に川越市が実施する「川越まつり清掃

ボランティア」（広報川越 9月 25日号 5ページ

参照）に協力するとともに、それ以外の時間帯

も含め、清掃活動を実施します。 

日時・方法：10 月 18 日（土）・19 日（日）11:

00-17:00 は 2 時間ごとの巡回、17:00-21:00 は 2

時間ごとの辻立ちで対応 

集合：タイムズ本川越駅前駐車場（西武本川越

駅ペペの北側にある駐車場出口に隣接） 

申込：川越市が実施する事業としては、当日直

接受付場所に集合ですが、本会と川越市との「協

働行動」として効果的に活動するために、10月

15日（水）までに参加予定を武田（携帯 090-2

521-5770）までご連絡ください。問い合わせは

武田まで。 
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10月 19日（日）さいたま新都心の「ストップ温暖化 SAITAMAフェア」に出展します 
 10月 19日（日）10:00-16:00にさいたま新都

心駅自由通路（さいたま市）で開催される「ス

トップ温暖化 SAITAMAフェア」にかわごえ環

境ネットが出展します。松岡壽賀子さんの環境

家計簿や緑のカーテン、雨水の活用、生ごみの

堆肥化などの実践の姿をまとめた「環境に配慮

したライフスタイル」と、渡辺利衛会員の太陽

光発電と太陽熱温水器の使用データをまとめた

「太陽エネルギー（光と熱）活用の報告」の 2

点が展示されます。ぜひご来場ください。 

 
10月 29日（水）に奥秩父原生林の美しい紅葉「東京大学秩父演習林見学会」を開催 
日時：10月 29日（水）8:00-17:00 

集合場所：川越市西口暫定自由広場前 8:00 

目的地：東京大学秩父演習林（埼玉県秩父市日

野田町 1-1-49） 

募集人数：24名（一般 12名・会員 12名） 

交通：マイクロバス（定員 27名） 

費用：2,000円（バス代） 

持ち物：弁当・水筒・筆記具・雨具等 

申込：一般の方は電話でかわごえ環境ネット事

務局・川越市環境政策課（049-224-5866）へ、

会員の方（先着 6 名）は 10/10 までに賀登（04

9-234-9366）へご連絡ください。 

参考：東京大学秩父演習林ホームページ 

http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chichibu/ 

 
11月 2日（日）に「里山保全と湖の水質調査の一日」を開催 
 里山の保全体験をしませんか。かわごえ環境

ネットでは、昨年に続いて里山でどのようにし

て枝が伐採され、保全されるのかを体験し、ま

た鎌北湖の水質がどのようになっているのか実

際に検査する計画をたてました。奮って参加を

お願いします。 

日時：11 月 2 日（日）9:00-16:00（雨天中止の

場合は 10月 31日 16:00に決定） 

集合：川越市西口暫定自由広場前 9:00 

内容：「パイオニアの森」枝打ち体験、鎌北湖で

採水・水質検査の実習、（仮称）かすみ湧水堀の

ビオトープ見学 

定員：40人（先着） 

参加費：1,500円（交通費・保険代込み） 

＊2008 アースデイ・イン・川越 立門前で使用

できる地域通貨 500 アース（500 円相当）を差

し上げます。 

持ち物：弁当・飲み物・軍手・帽子・タオル、

長靴など作業に適した靴等 

申し込み：かわごえ環境ネット事務局・川越市

環境政策課（049-224-5866）へ 

実施の有無の問い合わせ：村上（090-1202-5743） 

参考：パイオニア株式会社「パイオニアの森」 

http://pioneer.jp/citizen/environment/ 

 
「2008アースデイ・イン・川越 立門前」が 11月 9日（日）に開催されます 
 今年の開催で 10 回目を迎えるアースデイ実

行委員会が主催の「アースデイ・イン・川越」

は、昨年までの会場の鏡山酒造跡地が工事のた

めに使えず、新しい会場として蓮馨寺の講堂と

その前の広場、旧川越織物市場、それに旧鶴川

座、熊野神社境内を拠点として計画しました。

この 4箇所で各種の展示やパフォーマンスを行

うとともに、立門前通り、大正浪漫夢通りに、

埼玉県の青空再生課の PR 車が置かれ、川越の

伝統文化と職人の技を伝えた「初雁賞」受賞者

の顕彰パネルなどが展示されます。中心市街地

の賑わいの中に、環境と国際交流を考える楽し

いイベントになるよう準備中です。詳しくは次

号で改めてお伝えします。 
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「第 8回北公民館かんきょう祭り」が 11月 15日（土）に開催されます 
 市内に 18ある公民館で、「かんきょう祭り」

と名づけたイベントをやっているのは北公民館

だけです。地味な環境講座の積み重ねの中から

環境関係のクラブが誕生、北公民館との協働で、

登録クラブの協力のもとに「かんきょう祭り」

は続けられて来ました。 

 8回目を迎えた今年は、11月 15日（土）の 9

時から 16 時まで北公民館全館を利用して開か

れます。 

 今年のテーマは「私たちも始めよう環境行動」

としました。内容は、かわごえ環境ネットが川

越市と協働でまとめた川越市環境行動計画「か

わごえアジェンダ 21」の啓発普及を目的として

います。 

 40 年先の川越の将来像を今の高校生はどう

見ているのか、若い人らにも焦点をあてて、ユ

ニークなかんきょう祭りになるよう準備を進め

ています。詳しくは次号で改めてお伝えします。 

 
2月 21日（土）第 7回かわごえ環境フォーラム「環境活動報告集」投稿募集（予告） 
 本会は、2009 年 2 月 21 日（土）に、クラッ

セ川越で「第 7回かわごえ環境フォーラム」を

開催します。それに先立ち、同日発行する「か

わごえ環境活動報告集」の投稿原稿を会員内外

から募集します。 

 詳しい要項は 10月 25日の広報川越に合わせ

て本会ホームページに掲載するとともに、11月

の会員向け郵送資料に同封します。 

 申込は 11月 28日（金）まで、レポート投稿

期限は 12月 19日（金）を予定しています。今

から準備をお願いいたします。 

 フォーラム当日は、環境活動報告集に掲載し

た内容にしたがって、環境活動報告会（登壇発

表）並びに展示会（ポスター・実物展示）を開

催します。みなさまの積極的な参加をよろしく

お願いいたします。 

 
会員・関係団体の主催行事 
●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園自然観察会 

◆ 10 月 28 日（火） 

 10月は、可憐な花を咲かせるセンブリや

センボンヤリの花を観察します。センブリ

は全草に苦味があり、薬草としても知られ

ております。ぜひお出かけ下さい。 

◆ 11 月 20 日（木） 

 11月は、色づきはじめた紅葉の中でカエ

デ類やアオハダそしてドングリなどの木の

実を観察します。沼ではカモ類を探しまし

ょう。ぜひおでかけください。 

 10:20国営武蔵丘陵森林公園南口に集合、

15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入園

料は必要。お弁当持参のこと。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・

放置自転車」のゼッケンをつけて、まち美

化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

◆10月 7日（火）・9日（木）・25日（土） 

◆11月 4日（火）・13日（木）・22日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

 市役所等まで、数方向に分れてまち美化

活動を実施し、分別して市役所のごみ置き

場にまとめます。約 2時間の予定です。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

◆11月 16日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数方向に分か

れて中央公民館まで 2時間の活動予定。 
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3. 川越まつり特別対策 

◆10月 18日（土）・19日（日） 

 川越市の行事に協力するとともに、かわ

ごえ環境ネットの行事として実施します。

詳しくは、本誌 10ページをご覧ください。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆10月 11日（土）9:30-12:00 

大根やほうれん草の収穫 

◆11月 8日（土）9:30-12:30 

秋のお楽しみ 芋煮会 

集合：明見院（川越市今福 677） 

参加費：100円 

●東洋大学川越キャンパス 

問い合わせ：東洋大学教学課（Tel.049-239-1329） 

☞市民大学講座「脱温暖化社会への処方シ

ナリオ」自然共生で創る暮らしとビジネス 

◆11月 22日から 12月 20日までの毎週土

曜日 13:00-15:00（5回） 

受講料無料、定員 200名（往復はがきにて

11月 10日必着で大学へ申込） 

申込方法・内容は、http://www.toyo.ac.jp/ma

nabi/koza/exten_c/c2.htmlをご覧ください。 

●(財)埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆10月 12日（日） 

 カモの渡りが始まり、先発隊のコガモ、

オナガガモが到着します。天高い青空に、

モズの高鳴きが聞かれます。南の国へ帰る

夏鳥と、北の国からの冬鳥の両方に会える

ので、1 年のうちでも、多くの種類の鳥に

出会える月です。 

◆11月 9日（日） 

 カモが今年も渡って来ました。渡って来

たばかりは、雄と雌と同じような羽色をし

ています。雄と雌の違いを見つけましょう。

ツグミ、ジョウビタキなどの小鳥たちも冒

険の森で観察できます。晴れの日が多く、

寒さもまだで外を歩くのには良い気候です。

お待ちしています。 

 

広報委員会からのおしらせ・編集後記 
●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

 会員の活動報告を 400字程度でぜひお知らせ

ください。写真も掲載可能です。電子データで

いただけると助かります。また、本会会員や関

連団体等が主催する公開イベント等の情報の掲

載等も受け付けています。2008年 11月号（No.

025，10月下旬発行予定）の掲載原稿は、10月

17日（金）事務局必着です。詳しくは、かわご

え環境ネット事務局までお問い合わせください。 

 

●編集後記 

◆10 月から 11 月にかけてはイベントが目白押

し。そして、月末はいつも締切が重なるという

状況で、編集に時間がかかってしまいました。

発行が遅れて、一部のイベントについて周知が

間に合わない可能性があることをお詫び申し上

げます。編集作業の効率化・省力化についての

アイデアをぜひお聞かせください。（こせ） 

◆川越市は今まで 1%プラス１（ワン）運動の

展開、県内自治体初の ISO認証取得、全国市町

村で 3番目となる地球温暖化対策条例の制定な

ど、さまざまな施策を推進することで、環境先

進都市といわれるようになりました。しかし、

今回「生ごみリサイクル大会」で町田市の生ご

み全量再資源化の取組を知り、川越市に対し、

より積極的な資源化への取組を期待するととも

に私たち市民一人ひとりが生ごみリサイクルの

意識を持つことが大切だと感じました。(KT) 
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イベントカレンダー（10月 1日~11月 15日） 

日 月 火 水 木 金 土 
凡例 
★：会員内外を対象にした公開イベント 
●：会員全員が対象の部会 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
詳細は個別の記事を参照ください。 

10/1 
◎オリジナル

マイバッグ頒

布開始（川越

市資源循環推

進課） 

2 
 

3 
◎14:00川越
市環境審議会

（傍聴可） 

4 
◎10:30第 10
回安比奈親水

公園まつり苗

木配布（先着

1,000名） 

5 
 

6 
 

7 
◎13:30まち
美化啓発運動

◎19:00「2008
アースデイ・

イン川越・立

門前」実行委

員会 

8 
●15:00社会
環境部会 

9 
◎13:30まち
美化啓発運動 

10 
◆13:30かわ
ごえ環境フォ

ーラム実行委

員会 
●15:00自然
環境部会 

11 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

12 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
 

13 14 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地樹木

調査 

15 
 
 

16 17 18 
◎10:00いず
み DAY2008
（坂戸市） 
★11:00-21:00
川越まつり清掃

ボランティア 
19 
◎10:00-16:00
ストップ温暖

化 SAITAMA
フェア（さい

たま市） 
★11:00-21:00
川越まつり清掃

ボランティア 

20 
◆12:30広報
委員会 
◎14:00川越
市環境審議会

（傍聴可） 

21 
◎19:00「2008
アースデイ・

イン川越・立

門前」実行委

員会 

22 
 

23 
 

24 
 

25 
★10:30-16:30
ストップ温暖

化フォーラム

（さいたま

市） 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

26 
◎第 52回クリ
ーン川越市民

運動（ごみゼ

ロ運動） 

27 
 

28 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 
◆18:00理事
会 

29 
★8:00東京大
学秩父演習林

見学会 

30 
 

31 
 

11/1 
◎10:00坂戸
市環境展（2日
まで） 
◎14:00環境
リスクを考え

る川越フォー

ラム 
2 
★9:00里山保
全と湖の水質

調査の一日

（雨天中止） 

3 
 

4 
◎13:30まち
美化啓発運動 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

9 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
◎10:00-15:00
 2008アース
デイ・イン・

川越 立門前 

10 
 

11 
 

12 
●15:00社会
環境部会 

13 
◎13:30まち
美化啓発運動 

14 
●15:00自然
環境部会 

15 
◎9:00-16:00
北公民館かん

きょう祭り 
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